






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































，6巻6号 松薗 実　験　的　イ句　慣　病 1 383
法を実施し，その娩出仔兎群と，非投与群のそれ
とを，拘櫻病食飼，1嗜室において飼育した際の，
骨al－phの消長を生後Ll数を追うて観察した。あ
わせて正常家．兎：群についても観察し，．次の如き成
績を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r1，　1E’｝旨家兎：詳＝
　a）成長過程によるa1－phの分布上の差！！㌧1は，．
認められない。　・
　b）骨端軟骨の幅は，生後口数の進むにつれて，
漸次縮少してき，そのa1－ph反応陽性部は，それ
と大体平行して，その厚さを縮．少した。
2．妊娠直後，分娩直後よりの実験群：
　a）生後20日頃までは各君1三とも，正常群と比較
して，大雄は認められな．いが，生後20H以後にな
って，それぞれの平押皆野1［生の程度に従い，黙な
った態、度を．示した。
　b）骨端軟骨のIll葺．は，初期には縮乱するが，抗
イ句優病性の減退し始める時期に至ると，また拡大
．してくる。軟骨端al－ph陽性部の幅も大体それと
平行して増減する。
　c）伺優病性変化の進行につれて，正常群に二て
も分布するa1－phの染色度が実験群においては漸
次増強し，また正常群でal－ph反応陰性部を示す
静止層，及び柱状層．の核の一部にも，実験群にお
いては反比凶湯・1生をオミしてき國た。
　d）伺倭病における血清学的，レントゲン学的
所見と，．軟骨a1－phの組織化学的所見との間には
ほぼ一一一定の関連性があり，軟骨a1－phの増大の度
は，大体洵櫻病性変化の進行の度と平行するよう
である。特にその軟骨端におけるa1－ph反応陽性
部の幅において，その分布｝1犬態より明瞭彰こ．観察し
得た。
　母野に臨み病理組織學二的方面における病理学教室塚田助
教授の御教示に対し深く感謝します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目召禾0　29．11．26　受付’）
Summary
　　　Part　I
　　　Experimental　animals．（infant　rabbits）　were　divided　into　2　groups．　ln　the　first　group，
mothers　of　the　infant　rabbits　were　treated　with　large　dosis　of　vitamin　D2　（3　mg　per　kg
body　weight）・　during　their　pregnancy　（Group　A）　and　in　the　secend　group，　the　mother　ra－
bbits　were　treated　immediately　after　delivery　（Group　B）．
　　　The　Control　group　showed　positive　rachitogenic　conditions　without　vitamin　DL）　appl－
ication．
　　　All〈aline　phospbatase　activity　of　the　distal　end　of　ulna　was　examined　histochemically
in　the　above　3　group，　under　rachitogenic　diet．
　　　The　results　obtained　were　as　follows．
　　　1）　No　difference　was　observed　among　the　3　groups　until　20　day＄　after　birth．
　　　2）　ln　comparing　Group　A　with　its　control，　the　rachitic　increase　of　positive　alkaline
phosphatase　reaction　area　due　to　widened　epiphyseal　cartilage　was　observed　later．
　　　3）　ln　Group　B，　the　above　mentioned　rachitic　changes　developed　later　than　those　in
cQntrol．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Nov．　26，　1954）
